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農業振興と本土地改良区の事業推進に永年ご尽力された、
勤続12年以上の総代が表彰されました。
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提 出 案 件

総 代 永 年 勤 続 表 彰

　新型コロナウイルスの感染の状況やこれに対する政府の基本方針を踏まえ、令和２年３月25日に第106回
通常総代会を書面議決による開催といたしました。令和２年度予算及び定款の一部変更など全29議案につい
て慎重審議の結果、全議案原案の通り承認並びに可決されました。

書面議決による第106回　通常総代会

報 告 事 項 監査報告について

議案第１号 定款の一部変更について
議案第２号 規約の一部改正について
議案第３号 利水調整規程の設定について
議案第４号 報酬額・費用弁償額及び支給規程の一部

改正について
議案第５号 令和元年度一般会計収支補正予算

（第二次）の専決処分について
議案第６号 令和元年度一般会計収支補正予算

（第三次）の専決処分について
議案第７号 令和元年度一般会計収支補正予算

（第四次）の専決処分について
議案第８号 令和元年度平鹿地区維持管理特別会計収

支補正予算（第二次）の専決処分について
議案第９号 令和元年度農地耕作条件改善事業予算の

次年度繰越について
議案第10号 令和２年度長期借入金の借入について
議案第11号 令和２年度一般会計収支予算について
議案第12号 賦課金の賦課徴収方法について
議案第13号 決済金の徴収基準額について
議案第14号 加入金の徴収基準額について
議案第15号 一時借入金の借入について
議案第16号 令和２年度地区除外決済金積立金特別会

計収支予算について

議案第17号 令和２年度災害対策基金積立金特別会計
収支予算について

議案第18号 令和２年度財政調整準備金積立金特別会
計収支予算について

議案第19号 令和２年度職員退職給与引当積立金特別
会計収支予算について

議案第20号 令和２年度役員､総代退任慰労金積立金
特別会計収支予算について

議案第21号 令和２年度岩崎弁天地区維持管理特別会
計収支予算について

議案第22号 令和２年度田根森地区維持管理特別会計
収支予算について

議案第23号 令和２年度田村野地区維持管理特別会計
収支予算について

議案第24号 令和２年度平鹿地区維持管理特別会計収
支予算について

議案第25号 令和２年度十文字地区維持管理特別会計
収支予算について

議案第26号 令和２年度おものがわ地区維持管理特別
会計収支予算について

議案第27号 令和２年度沼館地区維持管理特別会計収
支予算について

議案第28号 令和２年度阿気地区維持管理特別会計収
支予算について

議案第29号 令和２年度宮田地区維持管理特別会計収
支予算について

書面議決による総代会の様子 議　長（左）：藤岡　俊一 氏（湯沢地区）
副議長（右）：横井　鉄雄 氏（大雄地区）

地　区 氏　名 地　区 氏名　 地　区 氏　名 地　区 氏　名 地　区 氏　名

増　田 石田　周治 平　鹿 阿部　春美 平　鹿 小林　惠一 雄物川 深川　幸助 大　雄 壽松木俊一

十文字 伊藤　　亨 〃 柴田　一彦 〃 首藤　俊行 〃 佐藤　　弘 〃 横井　鉄雄

平　鹿 佐藤　俊平 〃 柿﨑　清巳 雄物川 後藤　道雄 〃 児玉　悦朗 〃 照井　光一
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会　　　計　　　名 本年度予算額 前年度予算額
地 区 除 外 決 済 金 積 立 金 7,608 8,497 
災 害 対 策 基 金 積 立 金 43,192 43,187 
財 政 調 整 準 備 金 積 立 金 290,217 280,577 
職 員 退 職 給 与 引 当 積 立 金 101,688 114,142 
役 員、 総 代 退 任 慰 労 金 積 立 金 2,479 2,478 
岩 崎 弁 天 地 区 維 持 管 理 14,378 13,706 
田 根 森 地 区 維 持 管 理 27,445 30,106 
田 村 野 地 区 維 持 管 理 940 1,039 
平 鹿 地 区 維 持 管 理 381,387 280,588 
十 文 字 地 区 維 持 管 理 53,634 56,262 
お も の が わ 地 区 維 持 管 理 78,039 85,269 
沼 館 地 区 維 持 管 理 46,885 49,334 
阿 気 地 区 維 持 管 理 18,715 16,396 
宮 田 地 区 維 持 管 理 3,138 3,037 

収
入

支
出

収
入

支
出

土地改良事業収入
39.76%

土地改良事業費（施設維持管理等）
49.43％

一般管理費
16.95%

事業費　13.91%

補助金等収入
35.76%

受託料収入　13.76%

事業負担金　4.58%
借入償還金　9.17%

その他　5.97%

借入金収入　4.49%
その他　3.06%

繰越金　3.17%

収 入 支 出 （単位：千円）

令和２年度予算のあらまし

令和２年度 一般会計収支予算（当初）

令和２年度各特別会計収支予算
（単位：千円）

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額
1．土地改良事業収入 376,108 371,350 

（1） 経 常 賦 課 金 284,770 284,981 
（2） 特 別 賦 課 金 91,336 86,367 

2．附 帯 事 業 収 入 3,437 2,569 
3．財 産 運 用 収 入 2,405 2 
4．補 助 金 等 収 入 338,233 332,896 
5．受 託 料 収 入 130,200 75,664 
6．交 付 金 収 入 18,360 10,530 
7．国営土地改良事業

調 査 費 収 入 1 1 

8．諸 収 入 1,946 2,275 
9．借 入 金 収 入 42,423 55,088 

10．固定資産売却収入 4 4 
11．他 会 計 繰 入 額 2,765 1,303 
12．繰 越 金 30,000 35,000 

収 入 合 計 945,882 886,682 

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額
1．土 地 改 良 事 業 費 467,559 436,969 
2．一 般 管 理 費 160,318 159,702 
3．選 挙 費 695 5 
4．事 業 促 進 費 3,632 4,148 
5．事 業 負 担 金 43,293 57,143 
6．諸 支 出 金 14,941 14,984 
7．事 業 費 131,545 84,272 
8．借 入 償 還 金 86,742 84,005 
9．積 立 金 繰 出 支 出 15 15 

10．財産管理費及び買収費 1 1 
11．過 年 度 支 出 金 1 1 
12．他 会 計 繰 出 額 31,140 39,937 
13．予 備 費 6,000 5,500 

支 出 合 計 945,882 886,682 
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令和２年度　賦課金基準額

　本年度賦課金の納入期限は上記のとおりですので完納にご協力願います。納入期限まで納入さ
れなかった場合は、滞納日数に応じて延滞金（督促状発付日以降年14.6％）が加算されます。

　　　　※自動口座振替をご利用の方は、納入期限前に残高確認をお願いします。

第 １ 期 経 常 賦 課 金 令和 ２ 年 7月31日

第 １ 期 地区維持管理賦課金 令和 ２ 年 7月31日

第 ２ 期 特 別 賦 課 金 令和 ２ 年11月 5日

納入期限

賦課基準日 : 令和２年 4 月 1 日

会計
区分 地　　区　　別

賦　課　基　準　額    （円／ 10 ａ）
附　　　　　記経常賦課金

（第１期）
特別賦課金
（第 2 期） 計

一　
　

般　
　

会　
　

計

一 般 2,120 841 2,961 旭地区、栄地区、増田地
区、十文字地区の一部

岩 崎 弁 天 2,800 841 3,641

田 根 森 田 2,800 841 3,641 
畑 120 - 120

田 村 野 2,800 841 3,641
平 鹿 2,800 841 3,641
十 文 字 2,800 841 3,641
お も の が わ 2,800 841 3,641
沼 館 2,800 841 3,641
阿 気 2,800 841 3,641
宮 田 2,800 841 3,641
農地耕作条件改善事業事務費 - 1,307 1,307 雄物川筋 10 地区

会 計
区 分 地　　区　　別

賦　課　基　準　額    （円／ 10 ａ）
附　　　　　記地区維持管理賦課金

（第１期）
特別賦課金
（第 2 期） 計

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

岩崎弁天 一 般 500 - 500 第１期は岩崎弁天地区維持管理費弁 天 担 い 手 500 1,520 2,020 

田　
　
　

根　
　
　

森

一 　 般 田 900 500 1,400 
畑 190 - 190

土地総新町 水 900 - 900
暗 900 - 900 

土地総四ツ屋 水 900 - 900
暗 900 - 900

土地総一ノ関
用 900 50 950 第１期は田根森地区維持管理費
排 900 265 1,165
暗 900 2,035 2,935

土地総八柏
用 900 130 1,030
排 900 160 1,060
暗 900 2,000 2,900

担  い  手 田 900 3,040 3,940
畑 190 1,545 1,735 

田 村 野 700 - 700 第１期は田村野地区維持管理費
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会 計
区 分 地　　区　　別

賦　課　基　準　額    （円／ 10 ａ）
附　　　　　記地区維持管理賦課金

（第１期）
特別賦課金
（第 2 期） 計

特　
　
　
　
　
　

別　
　
　
　
　
　

会　
　
　
　
　
　

計

平　
　
　
　
　
　
　

鹿

第 一 平 鹿 100 - 100
第 二 平 鹿 100 - 100
第 三 平 鹿 300 - 300
第 四 平 鹿 300 - 300
醍 醐・ 東 部 醍 醐 400 - 400 第１期は平鹿地区維持管理費
樽 見 内 500 - 500
下 鍋 倉 400 - 400
柄 内 担 い 手 300 3,500 3,800
平 鹿 高 野 償 還 - 5,600 5,600

田 ノ 植
償 還 - 5,400 5,400
事 業 推 進 - 300 300

平 鹿 高 口
償 還 - 5,000 5,000
事 業 推 進 - 300 300

浅 舞 北 部
償 還 - 300 300
事 業 推 進 - 300 300

下 福 田
償 還 - 600 600
事 業 推 進 - 300 300

十　
　
　

文　
　
　

字

十
三
合
堰

一 般 300 - 300
十 文 字 担 い 手 300 290 590
佐 賀 会 担 い 手 300 2,270 2,570

植
田

一 般 600 - 600 第１期は十文字地区維持管理費
十 文 字 担 い 手 600 315 915

睦
合

一 般 900 - 900
睦 合 シ ス テ ム 900 660 1,560

お　

も　

の　

が　

わ

館 合
一 般 850 - 850
担 い 手 850 4,440 5,290

福　
　
　

地

一 般 850 - 850

担
い
手

田 850 4,700 5,550
畑 - 2,350 2,350 第１期はおものがわ地区維持管理費

田（堤外） 850 1,200 2,050

里 見
一 般 500 - 500
担 い 手 500 5,130 5,630

沼
　
　
　
　
館

一 般 380 - 380

又兵衛 担い手
田 380 5,500 5,880
畑 380 825 1,205

沼
　
館

担い手
1 工 区

田 380 4,700 5,080
畑 380 705 1,085 第１期は沼館地区維持管理費

担い手
2 工 区

田 380 3,430 3,810
畑 380 515 895

会
塚 担い手

田 380 4,800 5,180
畑 380 720 1,100

阿　

気

一 般 200 - 200
北 阿 気
担 い 手

1工区～4工区 200 - 200 第１期は阿気地区維持管理費
5 工 区 200 4,490 4,690

唐 白 天 担 い 手 200 6,320 6,520
宮田 一 般 1,000 - 1,000 第１期は宮田地区維持管理費
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新総代全選挙区無投票で選出
　総代の任期満了に伴う総選挙が令和２年６月８日に行われ、全選挙区無投票で89名が当選となりました。

各地区の総代は以下の通りで、任期は令和２年７月15日から令和６年７月14日まで（4年間）となります。

選挙区 席
順 氏名 住所 新任地区名

第１選挙区
横手地区

【定数 4 名】

1 谷　口　裕　一 猪 岡
2 柴　田　　　葊 外 目 新
3 髙　橋　俊　悦 塚 堀
4 阿　部　久　一 柳 田

第２選挙区
湯沢地区

【定数 5 名】

5 藤　田　光　己 岩 崎
6 吉　川　良　三 岩 崎
7 藤　岡　俊　一 二 井 田
8 髙　槗　　　悟 成 沢 新
9 伊　藤　秀　郎 角 間 新

第３選挙区
増田地区

【定数 5 名】

10 阿　部　徳　明 八 木
11 内　藤　民　治 増 田
12 栗　谷　新太郎 増 田
13 三　井　忠　雄 増 田 新
14 田　中　　　隆 亀 田

第４選挙区
十文字地区

【定数 17 名】

15 小　川　誠　悦 睦 合
16 佐々木　賢　司 谷 地 新 田 新
17 佐　藤　健　一 十五野新田 新

18 （同）伊藤ファーム
代表社員 伊藤　亨 梨 木 新

19 石　川　孝　博 仁 井 田
20 佐　藤　國　男 鼎
21 藤　島　博　昭 睦 合
22 柴　田　靖　典 植 田
23 小　川　澄　夫 佐 賀 会
24 佐　藤　孝　弘 越 前
25 菊　地　豊　晴 木 下
26 伊　藤　房　夫 植 田
27 橋　本　忠　明 仁 井 田 新
28 小　西　利　男 上 鍋 倉
29 福　田　昌　康 佐 賀 会 新
30 加　納　　　隆 鼎
31 伊　藤　東　幸 谷 地 新 田

第５選挙区
平鹿地区

【定数 27 名】

32 泉　　　雅　宏 醍 醐 新
33 佐　藤　　　均 中 吉 田
34 髙　橋　和　雄 下 吉 田
35 武　田　長　悦 下 吉 田
36 髙　橋　正　俊 醍 醐 新
37 首　藤　俊　行 樽 見 内
38 東海林　順　一 上 吉 田
39 松　本　俊　信 浅 舞 新
40 髙　橋　　　元 醍 醐 新
41 小　杉　豊　房 浅 舞
42 佐　藤　正　夫 醍 醐
43 柿　﨑　好　美 醍 醐
44 新　山　浩　輝 樽 見 内
45 藤　原　重　美 樽 見 内

選挙区 席
順 氏名 住所 新任地区名

第５選挙区
平鹿地区

【定数 27 名】

46 佐　藤　　　仁 浅 舞
47 伊　藤　半　司 下 鍋 倉
48 小　林　惠　一 浅 舞
49 柿　﨑　清　巳 醍 醐
50 武　田　能　敬 下 吉 田
51 眞　田　正　文 浅 舞 新
52 柴　田　一　彦 上 吉 田
53 神　原　恒　志 醍 醐
54 高　木　重　信 下 鍋 倉
55 武　田　文　易 上 吉 田 新
56 佐　藤　俊　平 浅 舞
57 佐々木　良　隆 中 吉 田
58 柴　田　賢之助 醍 醐

第６選挙区
雄物川地区

【定数 17 名】

59 皆　川　勝　雄 谷 地 新 田
60 石　川　順　市 南 形
61 佐　藤　昭　逸 東 里
62 児　玉　悦　朗 沼 館
63 岩　野　康　明 南 形 新
64 佐々木　幸　男 柏 木
65 吉　田　政　行 薄 井 新
66 小　西　隆　悦 薄 井
67 川　崎　　　清 薄 井
68 大日向　宏　征 道 地
69 佐　藤　　　弘 西 野
70 佐　藤　健之助 造 山 新
71 石　橋　和　彦 東 里
72 後　藤　道　雄 会 塚
73 藤　原　文　夫 樽 見 内
74 吉　田　和　儀 今 宿

75
農事組合法人

グリーンマネージメントサービス
代表理事 柿﨑直人

沼 館

第７選挙区
大雄地区

【定数 14 名】

76 横　井　鉄　雄 根田谷地東
77 髙　橋　定　義 東 桜 森
78 加　藤　　　孝 乗 阿 気
79 松　下　久　雄 新 町 東
80 小　林　謙　廣 耳 取
81 佐々木　重　美 一 ノ 関 東 新
82 小　沼　葊　慈 下 新 処 新

83 農事組合法人柏農興
代表理事 佐井幸裕 八 柏 新

84 髙　橋　良　則 八 柏 家 間 新
85 松　下　昭　治 新 町 西
86 奥　山　　　寛 東 四 津 屋 新
87 照　井　光　一 西 館 合
88 野　荒　　　司 上 田 村 東 新
89 小　野　由　博 藤 巻
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提 出 案 件
議 案 第１号 令和元年度事業報告について
議 案 第２号 令和元年度一般会計収支決算について
議 案 第３号 令和元年度地区除外決済金積立金

特別会計収支決算について
議 案 第４号 令和元年度災害対策基金積立金

特別会計収支決算について
議 案 第５号 令和元年度財政調整準備金積立金

特別会計収支決算について
議 案 第６号 令和元年度職員退職給与引当積立金

特別会計収支決算について
議 案 第７号 令和元年度役員、総代退任慰労金

積立金特別会計収支決算について
議 案 第８号 令和元年度岩崎弁天地区維持管理

特別会計収支決算について
議 案 第９号 令和元年度田根森地区維持管理

特別会計収支決算について
議案第 10 号 令和元年度田村野地区維持管理

特別会計収支決算について
議 案 第11号 令和元年度平鹿地区維持管理

特別会計収支決算について

議案第12号 令和元年度十文字地区維持管理
特別会計収支決算について

議案第13号 令和元年度おものがわ地区維持管理
特別会計収支決算について

議案第14号 令和元年度沼館地区維持管理特別会計
収支決算について

議案第15号 令和元年度阿気地区維持管理特別会計
収支決算について

議案第16号 令和元年度宮田地区維持管理特別会計
収支決算について

議 案第17号 令和元年度財産目録について
議案第18号 土地改良事業の採択申請について
議案第19号 定款の一部変更について
議案第20号 令和２年度一般会計収支補正予算

（第一次）について
議 案 第 2 1号 令和２年度長期借入金の変更について
議 案第2 2号 令和２年度平鹿地区維持管理特別会計

収支補正予算(第一次)について
議 案第2 3号 任期満了に伴う役員選挙の執行について

第107回　臨時総代会

新　役　員　就　任

 令和２年７月15日、第107回臨時総代会において令和元年度決算及び任期満了による役員選挙                   

など、全23議案について慎重審議の結果、全議案が承認並びに可決されました。

　任期満了による役員の改選が行われ、以下の通り理事 12 名、監事３名が新たに選任されました。
　今後４年間、役職員一丸となってこの地域の農業発展の礎を作る為、頑張って参ります。引き続
き皆様のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。　　　

 理事長　柿　﨑　幹　夫

理事長
柿﨑　幹夫
（平鹿　重任）

理事　水利係
タカショウファーム㈱ 代表取締役
髙橋　　昭（平鹿　重任）

理事　水利係代表
近　　　親
（平鹿　重任）

副理事長　庶務係
髙橋　良一

（十文字　重任）

理事　工務係
髙橋　　稔
（大雄　重任）

理事　工務係
菅原　　孝
（平鹿　重任）

副理事長　庶務係
佐藤　賢一

（雄物川　重任）

理事　工務係代表
小松田　正勝
（大雄　重任）

監　事
農事組合法人 成友会 代表理事
高橋　敬悦（湯沢　新任）

理事　水利係
近　　孝彦

（十文字　新任）

理事　庶務係
髙橋　　茂

（雄物川　重任）

総括監事
髙橋　利光
（横手　重任）

理事　庶務係代表
伊藤　隆志
（平鹿　重任）

理事　会計係
千田　順郎

（十文字　新任）

監　事
千田　幸咲
（増田　重任）
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科         目 本年度決算額 本年度予算額 比較増減 附　　記
1. 土地改良事業収入 369,482,277 371,350,000 △ 1,867,723

（1）経 常 賦 課 金 283,486,595 284,981,000 △ 1,494,405 調定額 284,960,466 円に対し
徴収率 99.48％

（2）特 別 賦 課 金 85,995,682 86,367,000 △ 371,318 調定額  86,423,045 円に対し
徴収率 99.50％

2. 附 帯 事 業 収 入 3,553,078 2,569,000 984,078 他目的使用、排水許可 ほか
3. 財 産 運 用 収 入 1,617,355 1,576,000 41,355 成瀬皆瀬建設事務所庁舎賃借料 ほか
4. 補 助 金 等 収 入 189,131,100 332,666,000 △ 143,534,900 国、県、市補助金 ほか　

5. 受 託 料 収 入 77,604,000 77,788,000 △ 184,000 多面的機能支払交付金事務受託、　
換地業務受託 ほか

6. 交 付 金 収 入 10,530,000 10,530,000 0 適正化事業

7. 国営土地改良事業
調 査 費 収 入 0 1,000 △ 1,000

8. 諸 収 入 3,444,345 2,275,000 1,169,345 過年度未収賦課金 ほか

9. 借 入 金 収 入 41,659,000 55,088,000 △ 13,429,000
県営かんがい排水事業、県営ため池等
整備事業
基幹水利施設ストックマネジメント事業

10. 固定資産売却収入 0 4,000 △ 4,000
11. 他 会 計 繰 入 額 1,300,000 1,303,000 △ 3,000
12. 繰 越 金 42,639,269 43,444,000 △ 804,731 前年度繰越金

収　入　合　計 740,960,424 898,594,000 △ 157,633,576

科         目 本年度決算額 本年度予算額 比較増減 附　　記
1. 土 地 改 良 事 業 費 280,453,610 439,429,000 △ 158,975,390 頭首工、水路、揚水機場、ため池 ほか 

2. 一 般 管 理 費 156,341,537 164,202,000 △ 7,860,463 役員、総代報酬、職員給与、会議費（理事会、
監事会、総代会等）、事務所維持費 ほか

3. 選 挙 費 0 5,000 △ 5,000
4. 事 業 促 進 費 1,805,505 4,148,000 △ 2,342,495 事業推進対策費 ほか

5. 事 業 負 担 金 43,642,411 57,143,000 △ 13,500,589 県営かんがい排水事業、県営ため池等
整備事業　ほか

6. 諸 支 出 金 10,068,674 14,984,000 △ 4,915,326 賦課金徴収費、車両管理費 ほか

7. 事 業 費 85,779,000 86,396,000 △ 617,000 多面的機能支払交付金事業費、
換地業務費 ほか

8. 借 入 償 還 金 83,740,228 84,005,000 △ 264,772 国県営かんがい排水事業償還金 ほか
9. 積 立 金 繰 出 支 出 3,549 15,000 △ 11,451

10. 財 産 管 理 費
及 び 買 収 費 0 1,000 △ 1,000

11. 過 年 度 支 出 金 0 1,000 △ 1,000
12. 他 会 計 繰 出 額 44,148,222 44,467,000 △ 318,778
13. 予 備 費 0 3,798,000 △ 3,798,000

支　出　合　計 705,982,736 898,594,000 △ 192,611,264
（収入支出差引残金　34,977,688 円次年度へ繰越）

収 入 の 部

支 出 の 部

令和 2 年 5 月 31 日調製　 （単位 : 円）

一般会計収支決算

　令和２年７月15日に開催された第107回総代会にお

いて、令和元年度一般会計及び特別会計の決算並びに

財産目録を上程審議の結果、承認された。

令 和 元 年 度
財務状況の公表
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 （単位 : 円）

 （単位 : 円）

会　　　計　　　名 収入決算額 支出決算額 差引残金

地区除外決済金積立金 9,081,530 1,240,843 7,840,687
災害対策基金積立金 43,185,215 0 43,185,215
財政調整準備金積立金 280,612,917 24,262,078 256,350,839
職員退職給与引当積立金 114,119,275 27,473,900 86,645,375
役員、総代退任慰労金積立金 2,476,661 9,000 2,467,661
岩崎弁天地区維持管理 15,096,235 8,790,918 6,305,317
田根森地区維持管理 31,303,442 23,857,135 7,446,307
田村野地区維持管理 1,047,125 685,500 361,625
平鹿地区維持管理 277,935,075 238,307,170 39,627,905
十文字地区維持管理 61,668,872 27,470,250 34,198,622
おものがわ地区維持管理 86,434,850 71,449,812 14,985,038
沼館地区維持管理 50,977,050 37,027,210 13,949,840
阿気地区維持管理 16,630,825 12,177,920 4,452,905
宮田地区維持管理 3,322,612 1,585,949 1,736,663

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部
摘　　　　　要 金　額 摘　　　　　要 金　額（円）

1．流　動　資　産 78,883,764 1．長　期　負　債 1,780,315,928 

現金及び預金 63,121,910 農業基盤整備資金借入金 471,852,139 
未収賦課金 15,761,854 水田･畑作経営所得安定対策等資金借入金 299,258,000 

国営かんがい排水事業資金借入金 57,212,400 
2．出　資　金 5,331,536 弁天地区担い手育成事業資金借入金 30,787,000 

田根森地区土地総合整備事業資金借入金 6,012,400 

3．特　定　資　産 396,489,777 田根森地区担い手育成基盤整備事業資金借入金 59,336,739 
地区除外決済金積立金見返預金 7,840,687 田根森地区農業水利システム事業資金借入金 7,774,000 
災害対策基金積立金見返預金 43,185,215 平鹿地区農業基盤整備資金借入金 362,844,050 
財政調整準備金積立金見返預金 256,350,839 十文字地区農業基盤整備資金借入金 38,654,200 
職員退職給与引当積立金見返預金 86,645,375 おものがわ地区農業基盤整備資金借入金 214,132,000 
役員、総代退任慰労金積立金見返預金 2,467,661 沼館地区農業基盤整備資金借入金 213,030,000 

阿気地区農業基盤整備資金借入金 19,423,000 
4．固　定　資　産 340,700,606 

機械器具 23,427,238 2．短　期　負　債 396,489,777 

備　　品 30,129,156 地区除外決済金積立金 7,840,687 
建　　物 268,360,000 災害対策基金積立金 43,185,215 
敷　　地　ほか 18,784,212 財政調整準備金積立金 256,350,839 

職員退職給与引当積立金 86,645,375 
役員、総代退任慰労金積立金 2,467,661 

資　　産　　合　　計 821,405,683 負　　債　　合　　計 2,176,805,705 

特別会計収支決算

財 産 目 録



広 報　お　 も　 の 第68号〈10〉

項　　目 内     　　　　　　　　　　　　　　　　     容

関 係 市 町 村  横手市 、大仙市 受　益　面　積 9,102 ｈａ

事 業 工 期  平成 24 年度～令和 4 年度（予定）

事　　 業　　 費

総事業費 令和元年度 令和２年度 備　　考

325 億円 ＜ 17.6 億円＞
48.7 億円 16.1 億円

＜　＞は補正予算額
令和元年度迄進捗率

80.5％

主 要 工 事 計 画

８路線　Ｌ＝ 48.8 ｋｍ　（令和元年度まで施工済延長　Ｌ＝ 31.5 ｋｍ）
吉田幹線排水路 L=9.7km、油川幹線排水路 L=11.7km、大宮川幹線排水路 L=7.7km、
石持川幹線排水路 L=6.9km、五郎兵衛排水路 L=4.2km、皆瀬１号幹線用水路 L=3.3km、
皆瀬３号幹線用水路 L=3.8km、皆瀬４号幹線用水路 L=1.5km

令 和 ２ 年 度
工 事 実 施 内 容

皆瀬３号幹線用水路 Ｌ= 1.7 km 令和２年８月～令和３年３月（予定）
　　　横手市平鹿町浅舞字新平川～浅舞字土井尻地内他
吉田幹線排水路 Ｌ= 0.2 km 令和２年７月～令和３年３月（予定）
　　　横手市塚堀字般若寺地内他、平鹿町上吉田字傘田地内他
石持川幹線排水路　　　Ｌ= 0.9 km 令和２年９月～令和３年３月（予定）
　　　横手市雄物川町沼館字館ノ下地内他
油川幹線排水路 Ｌ= 1.8km 令和２年３月～令和３年３月（予定）
　　　横手市平鹿町下吉田字高口新川端～平鹿町中吉田字和村東地内他

積ブロック護岸に改修しました。

石持川幹線排水路

皆瀬３号幹線用水路

大宮川幹線排水路

皆瀬４号幹線用水路

油川幹線排水路

油川幹線排水路
（桑ノ木分水工）

積ブロック護岸に改修しました。

大型フリューム水路に改修しました。

積ブロック護岸に改修しました。

分水工（ゲート）を全面改修しました。積ブロック護岸に改修しました。

1 事業計画の概要

2 令和元年度工事の完了状況

工事期間中、地域の皆様には大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

国営横手西部農業水利事業について
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平鹿堰暗渠工・梨木分水工 梨木分水工

四口分水工 合川原（N1-3）分水工

コンクリート補修とゲートの更新を行います。

1 事業計画の概要

２ 令和元年度の実施状況

【今年度改修工事予定施設】

国営成瀬皆瀬国営施設応急対策事業について

関 係 市 町 村 横手市、湯沢市、大仙市 受 益 面 積 10,060ha

事 業 工 期 令和元年度〜令和11年度（予定）

事 業 費

総事業費 令和元年度 令和 2年度 備　　考

85億円
＜ 0.16 億円＞
1.66 億円 2.95 億円

＜　＞は補正予算額
令和元年度迄進捗率

2.0％

主要工事計画
皆瀬ダム取水塔（改修、耐震化対策）、皆瀬３号幹線用水路（改修 /1.5km）、

成瀬１号幹線用水路（改修 /1.5km）

令 和 ２ 年 度
工事実施内容

成瀬１号幹線用水路（その２）工事
　コンクリート補修工　0.1km（分水工３箇所・暗渠工３箇所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年６月〜令和３年３月（予定）

成瀬１号幹線用水路梨木分水工他ゲート製作据付工事
　分水工（N1-3、四口、梨木）ゲート更新　　　令和２年９月〜令和３年３月（予定）

①　成瀬１号幹線用水路転写連続図作成業務（公図の連続図作成）

②　成瀬１号幹線用水路実施設計業務（機能診断、実施設計）
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県営農業農村整備事業について

▪蛭野・角間川堰地区（R1） 

▪皆瀬（１）地区：Ｍ 2 － 1（R1）

▪皆瀬（２）地区：Ｍ5－2－2（R1）

▪大屋沼寺内地区（R1）

▪田ノ植地区：整地後代かき（R2）

▪平鹿高口地区：荒整地完了（R1）

▪浅舞北部地区：荒整地開始（R2）

１ 事業計画の概要 2 事業の実施状況
〈１〉かんがい排水事業

⃝国営かんがい排水事業の附帯県営路線について、水路の整備を実施し、排水機能
の強化や施設の維持管理の低減を図ります。

〈２〉基幹水利施設ストックマネジメント事業
⃝県営事業等で造成した農業水利施設の機能診断により、劣化状況を把握した上で
保全対策計画を策定し、計画に基づいた補修工事を行い、施設の長寿命化、維持・
更新コストの低減を図ります。

〈３〉ため池等整備事業（用排水施設整備）
⃝施設築造後、周辺流域の開発等により、大雨時の増水被害が頻発しているため、
早急に排水路の整備を実施し、大雨等の災害に対する施設の強化を図ります。

〈４〉農地集積加速化基盤整備事業
⃝水田農業の効率化及び複合化に不可欠なほ場の大区画化・汎用化を図るため、区
画整理、暗渠排水、用排水路、農道等のハード整備、担い手への農地集積・集約
化等のソフト対策を総合的に行います。併せて、高収益作物の産地づくりとも一
体となって事業を進めていきます。

地   区   名 蛭野・角間川堰 関 係 市 町 村 横手市（旧大雄村、旧平鹿町、旧十文字町、旧増田町）、大仙市
受 益 面 積 1,143 ha 事 業 実 施 期 間 Ｈ 30 ～ R6（予定）
事 　 業   費 14.6億円 進   捗   率 令和 2 年度まで  40 ％
事   業   量 水路工　L=6.1km　　排水路整備  
負 担  区 分 国　50% 県　25% 市　10 ～ 25% 地元　 0 ～ 15%

令 和 ２ 年 度
事 業 実 施 内 容

（1）予 算 額 373 百万円
（2）工事内容 水路工 　L=1.7km 他　
（3）工事期間 令和 2 年 10 月 25 日 ～ 令和 3 年 3 月 10 日（予定）
（4）施工場所 横手市大雄地内

地   区   名 皆 瀬（１） 関 係 市 町 村 横手市（旧十文字町、旧平鹿町）
受 益 面 積 1,301 ha 事 業 実 施 期 間 H25 ～ R2（予定）
事 　 業   費 6.22 億円 進   捗   率 令和 2 年度まで　100%
事   業   量 M2-1、M4-1-1、M5-3、M6-4　　水路機能保全
負 担  区 分 国　50% 県　25% 市　10% 地元　15%

令 和 ２ 年 度
事 業 実 施 内 容

（1）予 算 額 56 百万円
（2）工事内容 M2-1　L=0.8km 他 （水路機能保全）
（3）工事期間 令和 2 年 10 月 25 日 ～ 令和 3 年 3 月 20 日（予定）
（4）施工場所 横手市平鹿町中吉田地内　他

地   区   名 皆 瀬（２） 関 係 市 町 村 横手市（旧十文字町、旧平鹿町、旧大雄村）
受 益 面 積 1,078 ha 事 業 実 施 期 間 H27 ～ R2（予定）
事 　 業   費 6.5 億円 進   捗   率 令和 2 年度まで　100%
事   業   量 　弥兵堰、M2-5-1、M2-5-2、M5-1、M5-2-2　　水路機能保全
負 担  区 分 国　50% 県　25% 市　10% 地元　15%

令 和 ２ 年 度
事 業 実 施 内 容

（1）予 算 額 123 百万円
（2）工事内容 M5-1： L=0.8km、ゲート補修 N=1 式  （水路機能保全）
（3）工事期間 令和 2 年 10 月 9 日 ～ 令和 3 年 3 月 12 日（予定）
（4）施工場所 横手市十文字町鼎地内　他

地   区   名 大屋沼寺内 関 係 市 町 村 横手市（旧横手市、旧平鹿町）
受 益 面 積 107.5 ha 事 業 実 施 期 間 H30 ～ R5（予定）
事 　 業   費 12.63 億円 進   捗   率 令和 2 年度まで  63 ％
事   業   量 水路工　L=3.1km　　排水路整備   
負 担  区 分 国　55% 県　33% 市　11% 地元　1%

令 和 ２ 年 度
事 業 実 施 内 容

（1）予 算 額 402 百万円
（2）工事内容 排水路工  L=0.7km  他
（3）工事期間 令和 2 年 10 月 2 日 ～ 令和 3 年 3 月 12 日（予定）
（4）施工場所 横手市柳田地内

地   区   名 田ノ植 関 係 市 町 村 横手市（旧平鹿町）
受 益 面 積 218.2 ha 事 業 実 施 期 間 H27 ～ R3（予定）
事 　 業   費 40.04 億円 進   捗   率 令和 2 年度まで　92％
事   業   量 ほ場整備　218.2 ha     
負 担  区 分 国　55% 県　27.5% 市　10% 地元　7.5%

令 和 ２ 年 度
事 業 実 施 内 容

（1）予 算 額 349 百万円
（2）工事内容 暗渠排水工　A=39.2ha 他 
（3）工事期間 令和 2 年 3 月 27 日 ～ 令和 3 年 3 月 19 日（予定）
（4）施工場所 横手市平鹿町上吉田地内　他

地   区   名 平鹿高口 関 係 市 町 村 横手市（旧平鹿町）
受 益 面 積 139.5 ha 事 業 実 施 期 間 H27 ～ R3（予定）
事 　 業   費 26.82 億円 進   捗   率 令和 2 年度まで　91％
事   業   量 　ほ場整備　139.5 ha
負 担  区 分 国　55% 県　27.5% 市　10% 地元　7.5%

令 和 ２ 年 度
事 業 実 施 内 容

（1）予 算 額 284 百万円
（2）工事内容 暗渠排水工　A=36.7ha 他 
（3）工事期間 令和 2 年 3 月 27 日 ～ 令和 3 年 3 月 19 日（予定）
（4）施工場所 横手市平鹿町下吉田地内

地   区   名 浅舞北部 関 係 市 町 村 横手市（旧平鹿町）
受 益 面 積 265.5 ha 事 業 実 施 期 間 R1 ～ R6（予定）
事 　 業   費 46.41 億円 進   捗   率 令和 2 年度まで　30％
事   業   量 　ほ場整備　265.5 ha
負 担  区 分 国　55% 県　27.5% 市　10% 地元　7.5%

令 和 ２ 年 度
事 業 実 施 内 容

（1）予 算 額 1,299 百万円
（2）工事内容 区画整理工　A=95.4ha 他
（3）工事期間 令和 2 年 3 月 27 日 ～ 令和 3 年 2 月 26 日（予定）
（4）施工場所 横手市平鹿町浅舞地内
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令和２年度　配水計画について

▪下福田地区：荒整地開始（R2） 

〈5〉県営農業農村整備調査計画
⃝県営農業農村整備事業（かんがい排水、ほ場整備等）を実施するための基礎調査、事業計画策定等を行い、農業の有する
多面的機能の発揮等に配慮し、事業の計画的・効率的な推進を図ります。

地   区   名 下福田 関 係 市 町 村 横手市（旧平鹿町）
受 益 面 積 36.9 ha 事 業 実 施 期 間 R1 ～ R6（予定）
事 　 業   費 6.41億円 進   捗   率 令和 2 年度まで  79 ％
事   業   量 ほ場整備　36.9 ha
負 担  区 分 国　55% 県　27.5% 市　10% 地元　7.5%

令 和 ２ 年 度
事 業 実 施 内 容

（1）予 算 額 462 百万円
（2）工事内容 区画整理工　A=36.4ha 他　
（3）工事期間 令和 2 年 3 月 27 日 ～ 令和 3 年 3 月 19 日（予定）
（4）施工場所 横手市平鹿町下吉田地内

想 定 事 業 名 かんがい排水 かんがい排水 農地中間管理機構関連ほ場整備
地 　 区 　 名 沼館 横手西部 平鹿蟹沢
関 係 市 町 村 横手市（旧雄物川町他） 横手市（旧十文字町） 横手市（旧平鹿町）
受 益 面 積 454 ha 395 ha 39 ha
事 業 概 要 排水路 L=3.1km（木戸川他） 排水路 L=5.9km（M6 他） ほ場整備
採 択 希 望 年 度 R4 年度以降 R3 年度以降 R4 年度以降

想 定 事 業 名 農地中間管理機構関連ほ場整備 農地中間管理機構関連ほ場整備 農地中間管理機構関連ほ場整備
地 　 区 　 名 朴田 醍醐荒処 下吉田
関 係 市 町 村 横手市（旧平鹿町） 横手市（旧平鹿町） 横手市（旧平鹿町）
受 益 面 積 34 ha 10 ha 43 ha
事 業 概 要 ほ場整備 ほ場整備 ほ場整備
採 択 希 望 年 度 R4 年度以降 R4 年度以降 R5 年度以降

工事期間中、地域の皆様には大変ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

令和２年度配水計画を利水調整規程第７条に基づき、公表します。

期　間　等

区　分

最大取水量 ㎥ /s

年間総取水量
代かき期 普 通 期 非かんがい期

5月6日から
5月20日まで

5月21日から
9月5日まで

9月6日から
翌年の5月5日まで

成瀬頭首工
（横手市増田町増田字真人山下 8）

5.533 4.370 1.000 60,410 千㎥

成瀬１号幹線用水路 4.589 3.621 0.829 

Ｎ１－１号用水路 0.944 0.749 0.171 

皆瀬頭首工
（横手市増田町八木字下川原 130）

30.292 15.274 4.000 219,450 千㎥

　　皆瀬１号幹線用水路 0.954 0.516 0.126 

　　皆瀬２号幹線用水路 5.358 2.790 0.708 

　　皆瀬３号幹線用水路 5.484 2.189 0.724 

　　皆瀬４号幹線用水路 8.704 3.548 1.149 

　　皆瀬５号幹線用水路 3.084 2.309 0.407 

　　皆瀬６号幹線用水路 4.601 2.594 0.608 

　　皆瀬７号幹線用水路 2.107 1.328 0.278 

期　間　等

区　分

最大取水量 ㎥ /s

代かき期 普 通 期

5 月 6 日から
5 月 15 日まで

5 月 16 日から
8 月 31 日まで

開三ケ村揚水機
（横手市雄物川町西野字土手の上 171）

1.449 1.088 

・各用水取入口における最大取水量及び取水期間は水利権に基づき上記のとおりとする。
・配水量はダムの貯水量、河川の流況や天候等を勘案して配水することとする。
・配水期間は「５月６日から９月５日」とする。
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佐　藤　大　哉
（管理課水利整備係）
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事務局（31名）

監 事 会

委 員 会
・ 総務委員会 
・ 水利委員会 
・ 工務委員会 
・ 地区維持管理委員会
・ 滞納整理委員会
・ 換地評価委員会 
・ 県営ほ場整備事業等推進委員会

【総代定数89名】

【理事定数12名】 【監事定数  3名】
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●組合員・准組合員資格に異動があった場合

●賦課金等の支払いは便利な自動口座振替で !

●農地転用による地区除外をする場合

●土地改良区管理施設を使用する場合

手続き等のお問い合わせは、当土地改良区までご連絡下さい。
☎0182− 32− 2244（賦課徴収係・水利整備係）

届出先：賦課徴収係

届出先：水利整備係

「組合員資格得喪通知書」又は「准組合員資格変動申出書」の提出をお願い致します！

★農地の売買、交換、贈与、貸借権の締結及び解約
★組合員または准組合員の方が亡くなられた時、住所を変更されたとき
★法人が組合員の場合は、代表者の交替、解散、住所を変更されたとき
★准組合員が組合員と分担している賦課金の分担方法に変更があったとき

★合併浄化槽や雨水排水等を水路へ流す場合・・・・排水放流許可申請書
★農道や水路へ進入路等の施設を設置する場合・・・他目的使用及び改築追加工事申請書
※無断使用が判明した場合は、設置者において撤去していただくことになります。

★農地転用（公共用地買収も含む）を希望される場合は、農地転用に関して農地法等で定められた手続き及び許可
要件がありますので、先ず市の農業委員会等行政機関にご相談の上、土地改良区への手続きを行って下さい。

★地区除外の場合は『地区除外決済金』の納入が必要となります。

※農地転用許可に関する制限
　土地改良事業（国庫補助事業）の対象農地につきましては、当該事業の完了公告後８
年間は、国が定めた許可制限があります。 当改良区受益地の大部分は、国営平鹿平野
地区事業（完了地区）により、この制限に該当します。
　また、現在実施中の国営事業（横手西部地区・成瀬皆瀬地区）県営事業等については、
完了公告がなされると以降８年間同様の制限となります。具体的な転用計画がある場
合は、実施中の事業完了前に土地改良区へご相談下さい。

【口座振替対象金融機関】◆JA秋田ふるさと　◆JAおばこ　◆JAこまち　◆北都銀行

※市または法務局での手続きが行われても、土地改良区への通知等はありませんので、土地改良区へ直
　接届出がなければ土地台帳等の修正は行われません。その場合、従来のまま賦課金が賦課されますの
　で、十分にご注意願います。

口座振替届

資格得喪届

「組合員資格得喪通知書」及び「口座振替依頼書」に関する書類は、
当区ホームページからダウンロード可能です。 雄物川筋 検索


